
日進市わたしのまちのサポーター会議第⑤回 2014/08/16

基本目
標

基本施
策

活動タイトル どんな活動を だれが（人） いつ（時） どこで（場所） どうやって（仕組）
広く市民の皆さん
に伝えるキャッチフ
レーズを一言で！

①
既存組織（グ
ループ）の体系
化と活用

行政区・自主防災・自治会・家推・老人会・こども
会・民生委員・ボランティア団体を地域福祉推進で
体系化する。
※自助・共助を推進する。

リーダー：行政区
長
補佐：自主防災隊
長、老人会長、民
生委員代表、ボラ
ンティア代表

平成27年度
（１年間）

① 個人情報の共有
地域福祉を推進する単位で個人情報を共有する。
＝開示できる環境を整える。

自治会長、自主防
災隊長、民生委員

②
課題解決の体制
づくり

地域の課題を自分のものとして把握（認識）する。
行政区長
（自治会長）

②

地域福祉を推進
する、コーディ
ネーターを配置
する。

地域が抱える福祉問題を解決するためには、各団
体や人をつなぐ役割の人が必要。
場合によっては個々の困難ケースに対しても適切
な人と連携して解決につなげる仕事も行う。

コミュニティ・ソー
シャルワークを学
んだ方。（位置づけ
としては市の非常
勤職員？）または、
市の若手職員で研
修を積んだ方。

決められた時間の
範囲内で。（最低
週３日くらいは必
要）

各地区の集会場・
公民館・福祉会館

小学校区ごとの各拠点にコーディネーターを配置す
る。

地域をまあるくつな
げる助っ人ができ
ました！

②
地域社協の組織
づくり

地域毎に異なる課題・問題を把握し、組織による問
題解決を図る活動を展開する。

日進の場合、区単
位で
※区長設置条例の
改正を行い、福祉
取組を明示する。

平成27年度 日進市全域で
区長、民生委員を中心にして（区域会成員、組長、老
人クラブ、婦人会、こども会、地域防災、等に参加さ
せて）

福祉はみんなで解
決を！！
いつか自分も世話
になる。

浅田、赤池、梅森にはホットカフェ等での高齢者が
会議をする場がないため、１ヵ所は開設してほし
い。

６５歳以上の方 本年中までに
それぞれの地域に
とって利便性の良
い場所

①
既存ボランティア
団体間の情報共
有

各団体代表者間での情報共有、定例会を社協等を
交えて開き、キーパーソンの意識づくり。

各団体代表者
社協　等

定期的に
中央福祉センター
障害者福祉セン
ター

各代表者で話し合ったことを、それそれが自分の所
属の団体へ伝え、地域全体での情報共有。
代表者で話し合う中でもキーパーソンの意識づくり。
→１人に負担のかからないリーダーづくり

出張！！ボランティ
アセンター

ひ
ろ
げ
る

さ
さ
え
る

今あるボランティア相談窓口（火曜日）を中心に。　 休日（定期的に）
若い人が集まる場
所（図書館？）

①
移動型ボランティ
ア相談窓口

・ボランティアをやりたい人と求める人をマッチング
させる
・ボランティアをやりたい人へのサポート（相談など）
・ボランティアをやる人への指導
・掲示板などで伝える



日進市わたしのまちのサポーター会議第⑤回 2014/08/16

基本目
標

基本施
策

活動タイトル どんな活動を だれが（人） いつ（時） どこで（場所） どうやって（仕組）
広く市民の皆さん
に伝えるキャッチフ
レーズを一言で！

②

地域内の合同連
絡会の推進
(地域社会の活
動をささえる）

地域の福祉活動、防災・防犯活動、こども育成等と
のグループと共に自治会が主体になって合同連絡
（検討）会を開いて、又はそれぞれの活動について
勉強会を開く活動を行える様に希望する。

自治会が主体でそ
れぞれのグループ
リーダーがリー
ダーシップを発揮
する。

定期的に 自分の地域内で 自治会が自主的に働く様に行政が指導する。 合同連絡会を推進

②
事業者連絡協議
会

事業者みんなで必要としている情報を提供します。
市内の事業者の誰に聞いても必要な情報を得られ
る。

事業者の代表 随時
どこへ行っても必要
な情報が得られる

②
活動の場を提供
します

空き家、空き部屋を提供します。
空き家、空き部屋を活動の拠点として提供する、そ
こへ行けば何をしているかわかる。

社協や行政 いつでも
空き家、空き部屋
バンク

社協や行政がルール作りをして。

不登校・ひきこも
りをささえる

・親の会立ち上げ
・相談機関の設置
・若者育成支援

社協
NPO

すぐに
市内公共施設
市全域対象

困りごとを抱える
人をささえる

地域での集いの場に困りごとを抱える人も参加でき
るようにする。
困りごとを抱える人に地域が気づけるように→気づ
いて支える。

集いの場参加者
民生委員会
地区社協

すぐに

・地域の集いの場
・テーマごとの事業
や活動の場
（子育て、高齢者な
ど）

本当に困っている人は、自分から言い出すことが難
しいケースがある。また、自分自身が困難な状況に
あることに気づいてない人もいる。
地域の人に気づいてもらい支援につなげる
困難な状況にある人への地域での理解をすすめる
→気づきやすくなる、言い出しやすくなる。

若者の社会的自
立をささえる

若者サポートセンター・青少年センター・こども若者
相談支援センターの設置

市
NPO

すぐに
日進市内・公共施
設・教育支援セン
ター・市全域対象

社会福祉活動の
継続・開発の支
援
（社会福祉活動
をささえる）

・人材バンク　　　　　・スキルアップのための研修
・拠点バンク　　　　　・連絡調整
・資金バンク（ファンド？）

市 もしくは
社協 + 市民ボラン
ティア、他の関心
のある人

通年
各々の拠点
（図書館に出張所）

情報収集・整理・広報

つ
な
ぎ

、
育
て
る

① サポーター会議

・地域の問題は自分たちの問題だと認識してもらう
ため、より多くの方に」集まってもらう（自治会、関係
団体（老人クラブ・こども会、施設職員など））
・自分の力（趣味・好きなこと）が”地域の力”になる
と実感をできる場
・自分たちの地域課題を他域に発信し、さらなるつ
ながりをもたせる。

立ち上げには行
政・社協（＝信頼の
力）に携わってもら
う。
（行政の発信力と
予算。）
運営はその地域の
住民が中心とな
る。

すぐに 小学校区(範囲）

若い世代を含め「次も参加しよう」「ずっと携わりた
い」と思えるような場にする。
（例）「絆の会の＜劇団玉手箱＞」「カラオケ」「料理教
室」「犬友の会」「NPO」

さ
さ
え
る


